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・志村万由美 ・ 中山公彦 ・ 村山正治 ・ 足立都耶子 ・ 上原久
美子 ・ 小笠原洋 ・ 尾崎典子 ・ 小林純子 ・ 西郷芙弥子 ・ 白



































児童 ・ 生徒集団への挨拶 ３





学校の構造（教室 ・ 廊下 ・ 校庭等）を見て回った
























SC が個別面接をしている間、他の児童 ・ 生徒の対応を行った
児童 ・ 生徒が多数来室した際に、SC と一緒に対応を行った
SC と児童 ・ 生徒との
かかわりから学ぶ
７
SC が児童 ・ 生徒に語りかける様子や態度から、臨床家としての専門性を感じた
児童 ・ 生徒とのかかわりの中で示す SC の「判断」から、心理臨床の専門性
を感じた
SC の働き方を真近で観察し、目の前の児童 ・ 生徒等との間で起こっている
ことを考察した
SC の面接への同席 ３

























SC と、来室した児童 ・ 生徒について話し合った




























児童 ・ 生徒自身がもっている力（リソース）に視点を当てて児童 ・ 生徒理解
を行った




















大カテゴリー 数 中カテゴリー 数 具体的活動項目の例
6 教師とのかかわり ７5


























































































される可能性のある活動 ・ 知識 ・ 資質 ・ システムの 4
側面」について、公立小中学校教員466名を対象に質問
紙調査を実施している。その中で〈期待される活動〉










































































































士 会 2011 年 10 月 19 日〈http://www8.cao.go.jp/
hanzai/kuwashiku/suishin/kentokai/mental/k_３/
pdf/s5-1-1.pdf〉（2015年 ３ 月 ３ 日）
村山正治（2012）．スクールカウンセラー事業を支えて

































高嶋雄介 ・ 須藤春佳 ・ 高木綾 ・ 村林真夢 ・ 久保明子 ・







佐治守夫 ・ 岡村達也 ・ 保坂亨（1996）．カウンセリング





志村万由美 ・ 中山公彦 ・ 村山正治 ・ 足立都耶子 ・ 上原
久美子 ・ 小笠原洋 ・ 尾崎典子 ・ 小林純子 ・ 西郷芙弥
子 ・ 白井祐浩 ・ 吉川英光 ・ 吉川麻衣子 ・ 米田孝 ・ 蓮
輪朋美 ・ 南山今日子 ・ 森田智（200３）．大学院生等に
よる学校臨床活動の実態―活動の際に必要とされ
るサポート　東亜臨床心理学研究，2，７9-90．
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要　約
　本研究の目的は、大学院生が学校における心理臨床実習を行うにあたって、指針となるような活動項
目を作成することにあった。院生による学校臨床心理実習活動実践 6 年間分の活動報告に合わせて、大
学院指導教員の活動指導記録、全国の複数の大学院生による学校臨床心理実習活動報告から活動内容を
取り出し（490項目）、KJ 法的手法を用いて整理分析した。結果、8７個の具体的活動項目、３1個の中カテ
ゴリー、10個の大カテゴリーが得られた。10カテゴリーは、「学校への紹介」、「学校の把握」、「養護教諭
とのかかわり」、「スクールカウンセラーとのかかわり」、「児童 ・ 生徒とのかかわり」、「教師とのかかわ
り」、「保護者とのかかわり」、「学校組織全体を視野に入れたかかわり」、「臨床心理の専門性の育成に関
連の深い活動」、「オリジナルな実践」であった。学校臨床心理実習に特有な、年度ごとの実習学校のさ
まざまな状況変化や大学院生の多様な状況など、実習をとりまく流動的な状況があるなかでも、本研究
で得られた一定の指針があることで安定的な実習につながる可能性があると考えられた。
キーワード：学校臨床心理実習、大学院生、活動指針
